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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】使用時に、あちこち探す必要がなく、使い勝手 
を向上させる、データ線の磁気吸着継手構造を提供する 
。
【解決手段】データ線の磁気吸着継手構造は、ワイヤ体 
１を含み、ワイヤ体の両端には接続継手１０１が設けら 
れ、その一方の接続継手には磁石２が固定接続され、他 
方の接続継手にも磁石が固定接続されている。電気機器 
から分離されたコネクタを鉄ブロック上の穴に挿し、磁 
石と鉄ブロックとの拘束力で、コネクタを固定して勝手 
に移動することがない。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ワ イ ヤ 体 （ １ ） を 含 み 、
ワ イ ヤ 体 （ １ ） の 両 端 に は コ ネ ク タ （ １ ０ １ ） が 設 け ら れ 、
一 方 の コ ネ ク タ （ １ ０ １ ） に は 磁 石 （ ２ ） が 固 定 接 続 さ れ て い る 、
デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 で あ っ て 、
他 の コ ネ ク タ （ １ ０ １ ） に も 磁 石 （ ２ ） が 固 定 接 続 さ れ て い る 、
デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 で あ っ て 、
磁 石 （ ２ ） は 、 中 空 環 状 の 形 状 で あ り 、 且 つ コ ネ ク タ （ １ ０ １ ） の ワ イ ヤ 体 １ に 近 い 一 端
に 固 定 接 続 さ れ て い る 、
デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ の デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 で あ っ て 、
磁 石 （ ２ ） の 外 面 の 高 さ は コ ネ ク タ （ １ ０ １ ） の 外 面 の 高 さ よ り も 高 い 又 は 等 し い 、
デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ の デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 で あ っ て 、
コ ネ ク タ （ １ ０ １ ） の ワ イ ヤ 体 （ １ ） に 近 い 一 端 に は 突 起 （ ２ ０ １ ） が 設 け ら れ 、
突 起 （ ２ ０ １ ） は 磁 石 （ ２ ） の 内 壁 に 張 り 付 い て い る 、
デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 実 用 新 案 は デ ー タ 線 技 術 分 野 に 関 し 、 特 に デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
現 在 、 市 販 さ れ て い る ス マ ー ト ウ ェ ア ラ ブ ル 機 器 、 ス マ ー ト ホ ー ム 機 器 、 消 費 系 デ ジ タ ル
製 品 な ど は 、 使 用 中 に 電 力 供 給 や 充 電 を 行 う 必 要 が あ り 、 そ の 際 に は 、 デ ー タ 線 に 充 電 プ
ラ グ を 装 着 し て 正 常 な 動 作 を 確 保 す る 必 要 が あ り 、 デ ー タ 線 も 充 電 ケ ー ブ ル と 呼 ば れ る 。
机 の 上 や 寝 室 、 車 内 な ど 特 定 の 場 面 で は 、 デ ー タ 線 が 置 か れ て い ま す 。 使 用 し て い な い 状
態 で も 、 デ ー タ 線 と 電 気 機 器 が 分 離 さ れ た 後 、 例 え ば 携 帯 電 話 と 分 離 さ れ た 後 、 デ ー タ 線
は 手 当 た り 次 第 に 置 か れ ま す 。
現 在 市 場 に あ る デ ー タ ケ ー ブ ル は 、 上 記 の 場 合 に 使 用 さ れ て お り 、 使 用 し て い な い 状 態 で
は 、 デ ー タ ケ ー ブ ル の プ ラ グ を 手 当 た り 次 第 に 置 い た 後 、 収 納 し て い な い た め 、 次 回 使 用
す る 際 に は 、 探 す の が 不 便 に な っ て い ま す 。
【 考 案 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 実 用 新 案 の 目 的 は 、 従 来 技 術 に お い て 、 デ ー タ 線 プ ラ グ を 手 当 た り 次 第 に 置 い た 後 、 収
納 を 行 っ て い な い た め 、 次 回 使 用 す る 際 に 、 探 し に く い 技 術 的 問 題 を 解 決 す る た め に 、 提
案 さ れ た デ ー タ 線 磁 気 吸 着 コ ネ ク タ 構 造 で あ る 。
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 実 用 新 案 は 以 下 の 技 術 案 を 採 用 し た ：
デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 は 、 ワ イ ヤ 体 を 含 み 、 ワ イ ヤ 体 の 両 端 に は 磁 石 が 固 定 接 続 さ
れ た 接 続 継 手 が 設 け ら れ て い る 。
好 ま し く は 、 他 の コ ネ ク タ に も 磁 石 が 固 定 接 続 さ れ て い る 。
好 ま し く は 、 磁 石 は 中 空 リ ン グ 状 に 設 計 さ れ 、 コ ネ ク タ の ワ イ ヤ 体 に 近 い 一 端 に 固 定 的 に
接 続 さ れ て い る 。
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好 ま し く は 、 磁 石 の 外 面 は コ ネ ク タ の 外 面 よ り 低 く な い 。
好 ま し く は 、 コ ネ ク タ は 、 ワ イ ヤ 体 の 一 端 に 近 接 し て 突 起 を 設 け 、 突 起 は 磁 石 内 壁 に 張 り
付 い て い る 。
従 来 技 術 と 比 較 し て 、 本 実 用 新 案 は デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 を 提 供 し 、 以 下 の 有 益 な
効 果 を 備 え る ：
１ 、 こ の デ ー タ 線 磁 気 吸 着 コ ネ ク タ 構 造 は 、 電 気 機 器 で 分 離 さ れ た 接 続 コ ネ ク タ を 鉄 ブ ロ
ッ ク 上 の 穴 に 挿 入 し 、 磁 石 と 鉄 ブ ロ ッ ク が 吸 着 す る こ と に よ っ て 、 拘 束 力 が あ り 、 接 続 コ
ネ ク タ を 固 定 し 、 勝 手 に 移 動 す る こ と は な く 、 さ ら に 次 の 使 用 時 に は 、 あ ち こ ち 探 す 必 要
は な く 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る 。
２ 、 こ の デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 は 、 磁 石 の 中 空 環 状 の 設 計 を 通 じ て 、 し か も 接 続 継
手 と ワ イ ヤ 体 の 接 続 箇 所 に 位 置 し て 、 接 続 継 手 と ワ イ ヤ 体 の 接 続 箇 所 を 完 全 に 包 む こ と が
で き て 、 使 用 中 に 、 接 続 継 手 と ワ イ ヤ 体 の 接 続 箇 所 が 繰 り 返 し 移 動 す る こ と に よ っ て 破 損
す る こ と を 回 避 し て 、 使 用 寿 命 を 向 上 さ せ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 図 １ 】 本 実 用 新 案 に よ り 提 案 さ れ た デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 の 構 造 概 略 図 １
【 図 ２ 】 本 実 用 新 案 で 提 案 さ れ た デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 の 構 造 概 略 図 ２
【 図 ３ 】 本 実 用 新 案 で 提 案 さ れ た デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 の 側 面 図 で あ る 。 図 中 ： １  
、 ワ イ ヤ 体 、 １ ０ １ 、 コ ネ ク タ 、 ２ 、 磁 石 、 ２ ０ １ 、 突 起 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 下 、 本 実 用 新 案 実 施 形 態 の 図 面 を 用 い て 、 本 実 用 新 案 実 施 形 態 の 技 術 案 を 明 確 に 、 完 全
に 説 明 す る が 、 明 ら か に 、 説 明 さ れ た 実 施 形 態 は 本 実 用 新 案 の 一 部 の 実 施 形 態 に す ぎ ず 、
す べ て の 実 施 形 態 で は な い 。
本 実 用 新 案 の 説 明 に お い て 、 用 語 「 上 」 、 「 下 」 、 「 前 」 、 「 後 」 、 「 左 」 、 「 右 」 、 「
上 」 、 「 底 」 、 「 内 」 、 「 外 」 な ど が 示 す 方 位 ま た は 位 置 関 係 は 、 図 面 に 示 す 方 位 ま た は
位 置 関 係 に 基 づ く も の で あ り 、 単 に 本 実 用 新 案 を 説 明 し 、 説 明 を 簡 略 化 す る た め の も の で
あ り 、 指 し て い る 装 置 ま た は 要 素 が 特 定 の 方 位 、 特 定 の 方 位 で 構 成 さ れ 、 操 作 さ れ な け れ
ば な ら な い こ と を 示 し 、 暗 示 し て い る の で は な く 、 本 実 用 新 案 に 対 す る 限 定 と し て 理 解 す
る こ と は で き な い こ と を 理 解 す る 必 要 が あ る 。
実 施 例 ：
図 １ ～ 図 ３ を 参 照 す る と 、 デ ー タ 線 の 磁 気 吸 着 継 手 構 造 は 、 ワ イ ヤ 体 １ を 含 み 、 ワ イ ヤ 体
１ の 両 端 に は 磁 石 ２ が 固 定 接 続 さ れ た 接 続 継 手 １ ０ １ が 設 け ら れ て い る 。
使 用 時 に は 、 磁 石 ２ の な い コ ネ ク タ １ ０ １ が 電 源 に 接 続 さ れ 、 磁 石 ２ の あ る コ ネ ク タ １ ０
１ が 携 帯 電 話 や タ ブ レ ッ ト な ど の 電 気 機 器 に 接 続 さ れ る 。
こ の デ ー タ 線 は 、 使 用 中 、 特 に オ フ ィ ス 、 寝 室 、 車 内 な ど の 固 定 の 場 合 、 デ ー タ 線 は そ の
場 に 置 か れ た ま ま に な り ま す 。 穴 の 開 い た 鉄 塊 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る 必 要 が あ り ま す 。
使 用 さ れ て い な い 状 態 で は 、 コ ネ ク タ １ ０ １ が 電 気 機 器 か ら 分 離 さ れ た 後 、 そ の 際 、 電 気
機 器 か ら 分 離 さ れ た コ ネ ク タ １ ０ １ を 鉄 塊 上 の 穴 に 挿 し 、 磁 石 ２ を 介 し て 鉄 塊 と 吸 収 す る
拘 束 力 が あ り 、 コ ネ ク タ １ ０ １ を 固 定 し て 勝 手 に 移 動 す る こ と は な く 、 さ ら に 次 回 使 用 す
る 際 に は 、 あ ち こ ち 探 し て 使 用 す る 必 要 は な く 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る 。
穴 の 大 き さ は 、 コ ネ ク タ １ ０ １ の 大 き さ に 一 致 し て い る 。
他 の コ ネ ク タ １ ０ １ に も 磁 石 ２ が 固 定 接 続 さ れ て い る 。
両 端 に は 磁 石 ２ が 設 置 さ れ て お り 、 使 用 時 に は 、 ど の 端 が 電 源 に 接 続 さ れ 、 ど の 端 が 電 気
機 器 に 接 続 さ れ て い る か を 区 別 す る 必 要 は な く 、 使 い 勝 手 を 向 上 さ せ る 。
図 ２ の よ う に 、 磁 石 ２ は 中 空 リ ン グ 状 に 設 計 さ れ 、 コ ネ ク タ １ ０ １ の ワ イ ヤ 体 １ に 近 い 一
端 に 固 定 接 続 さ れ て い る 。
糸 体 １ は 中 空 環 状 の 磁 石 ２ の 中 間 を 通 り 、 磁 石 ２ の 中 空 環 状 の 設 計 を 通 じ て 、 コ ネ ク タ １
０ １ と 糸 体 １ の 接 続 箇 所 に 位 置 し 、 コ ネ ク タ １ ０ １ と 糸 体 １ の 接 続 箇 所 を 完 全 に 包 む こ と
が で き 、 使 用 中 、 コ ネ ク タ １ ０ １ と 糸 体 １ の 接 続 箇 所 が 繰 り 返 し 移 動 す る こ と に よ り 破 損
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し 、 使 用 寿 命 が 向 上 す る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
鉄 塊 穴 の 深 さ は 、 磁 石 ２ が 鉄 塊 と 接 触 す る ま で コ ネ ク タ １ ０ １ を 完 全 に 挿 入 で き る 必 要 が
あ る 。
穴 の 底 部 に は 、 コ ネ ク タ １ ０ １ が 挿 入 さ れ た 後 、 コ ネ ク タ １ ０ １ の プ ラ グ に 鉄 塊 が 直 接 接
触 し な い よ う に 、 ゴ ム パ ッ ド が 設 け ら れ て い る 。
磁 石 ２ の 外 面 は コ ネ ク タ １ ０ １ の 外 面 よ り 低 く な く 、 平 ら に し て も よ く 、 ２ ～ １ ０ ｍ ｍ 高
く し て も よ く 、 磁 石 ２ と 鉄 塊 を よ り 便 利 に 吸 収 し 、 コ ネ ク タ １ ０ １ に 拘 束 力 を 発 生 さ せ る
こ と が で き る 。
図 ３ の よ う に 、 コ ネ ク タ １ ０ １ の ワ イ ヤ 体 １ に 近 い 一 端 に は 突 起 ２ ０ １ が 設 け ら れ 、 突 起
２ ０ １ の 数 は ２ つ で 、 ２ つ の 突 起 ２ ０ １ は ワ イ ヤ 体 １ の 両 側 に 位 置 し 、 ２ つ の 突 起 ２ ０ １
は コ ネ ク タ １ ０ １ の ハ ウ ジ ン グ と 一 体 成 形 さ れ 、 突 起 ２ ０ １ は 磁 石 ２ の 内 壁 に 貼 り 合 わ さ
れ て い る 。
磁 石 ２ は 接 着 に よ り コ ネ ク タ １ ０ １ と 突 起 ２ ０ １ に 固 定 さ れ 、 突 起 ２ ０ １ に よ り 磁 石 ２ 固
定 の 安 定 性 が 向 上 す る 。
以 上 、 本 実 用 新 案 の 好 ま し い 具 体 的 な 実 施 形 態 に す ぎ な い が 、 本 実 用 新 案 の 保 護 範 囲 は こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 技 術 分 野 に 詳 し い い か な る 技 術 者 も 、 本 実 用 新 案 が 開 示
し た 技 術 範 囲 内 で 、 本 実 用 新 案 の 技 術 案 及 び そ の 実 用 新 案 の 構 想 に 基 づ い て 同 等 の 置 換 又
は 変 更 を 加 え 、 本 実 用 新 案 の 保 護 範 囲 内 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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